



      ヨハネス・ライター（マインツ大学） 







１つの心臓が移植されている。2006 年には、ドイツにおいて 4646 の臓器が移植された。臓器の



























































































































































                                                   



































                                                   












































































































































































































ライターJohannes REITER 氏略歴 
1944 年生まれ。マインツ大学カトリック神学部道徳神学教授。1995~ドイツ医師会中央倫 
理委員会委員。1984~87,2000~2005 ドイツ連邦議会調査委員会委員、など歴任。 
専門は、道徳神学であるが、経歴を見るとわかるように、医学倫理学と技術倫理学が専門
領域。早くからドイツにおいて生命倫理と取り組んできた一人である。特に、体外受精の技
術や分子生物学の進展を受け、1980 年代より、ドイツでは、生命政策が議会で取り上げられ、
議会付置の委員会が設置された。ライター教授は最初のベンダ委員から、前回のアンケート
委員会まで委員となり、ドイツの生命工学に関する政策決定や指針づくりに関わってきた。
またその傍ら、遺伝子工学と倫理の問題について研究し、積極的に著作を刊行してきた。日
本でも、氏の考えは「遺伝子工学の十戒」として、早くから加藤尚武氏等により紹介されて
いる。特に最近激しく議論されている、着床前診断や難病の治療法開発のためのヒト胚の研
究利用に関しては、スタンスをカトリックと近代哲学（カント）の「人間の尊厳原理」にお
き、安全主義(Toutiorismus)の立場に立ち、一貫して反対の立場を展開している。また、ドイ
ツ医師会や州の生命倫理委員会の委員でもあり、安楽死問題、妊娠中絶問題についても積極
的に意見を展開してきた。2004 年にドイツ政府の功労十字勲章を授与されているが、これら
委員会活動がその受賞の理由であろう。日本へも２度来日し、富山で講演している。 
